
１．盛岡市中⼼市街地デザイン戦略とは
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ここで⽤いている「デザイン」とは道路の舗装パターン、建物の意匠、ストリートファニチャーの形状
などのディテール（詳細）だけではなく、都市において、全体とエリア毎の特徴を活かしたまちづくり
を進めるための⽅策そのものを総称します。
「開発に際して市の⽅針を把握したい」「公共が担うことと⺠間がなすべきことの間隙や境界を理解し
たい」「他のエリアとの違いを知った上で地域に則した取組を考えたい」など、⽬的と⼿段に応じ、時
にアイデア集成として、参考資料として、ベース図として、紐解かれることを想定しています。

社会経済が成熟化する⼀⽅、⼈⼝減少、⾼齢化等の問題に加え、 地域間競争も⼀層厳しくなります。
市⺠が豊かな暮らしを享受することと、それを次の世代へ継承していくためには、上記のような諸問題
に対処しつつ、盛岡の誇る⾃然環境や歴史・⽂化を⼤切に、特⾊あるまちづくりを進め、北東北及び岩
⼿県の⽞関⼝である本市の県都としての価値をさらに⾼めていくことが求められます。
本市の中⼼市街地では「交通の要衝」「商業の中⼼地」「官公庁街」など、エリア毎に特徴をもったま
ちが成⽴してきた反⾯、現在は下記のような具体的な課題への対応が必要な状況にあります。
• 戦後〜⾼度経済成⻑期を⽀えた都市インフラが順次、更新時期を迎えており、中⼼市街地の⼀⾓をな

す内丸地区では市庁舎などの再整備が求められている。
• 商店街の商業機能の低下や機能移転などによって⽣じた空地等に、⻑期的な視点を持たない⼟地利⽤

や開発⾏為が散⾒される。
このような状況を踏まえ、⻑期的な展望を持って都市を再編し、次代にふさわしいまちづくりを進める
ためには、公共側においては「全体の⽅針と⺠間側の意向や動きを勘案した、選択と集中による合理的
な公共投資のあり⽅」を、⺠間側は「経済活動とその効果を志向しつつも、中⼼市街地全体と各エリア
のあるべき姿・将来像との接点と、公共機能や他事業の存在」を⼗分に考慮することが求められます。
その上で、お互いの性質の違いを理解するとともに、整合性のあるまちづくりを進めるための⽅策が必
要となります。
こうした認識のもと、⾏政と⺠間とが連携し、まちづくりの将来像と実現のための⽅策を⽰すため、デ
ザイン戦略を策定します。 
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(1) 問題意識 ‒ なぜ今「中⼼市街地」に「デザイン戦略」が必要か？

(2) デザイン戦略とは？



盛岡市都市計画マスタープランの特⻑ 
本市の都市計画・まちづくりに関わる各種既定計画を総合する役割を担っています。 
本計画における“まちづくり”とは、道路や公園などの主にハード⾯の整備という概念で⽤いられる“都市
整備”に、市⺠参加などソフト⾯の取組も含めた概念として広義に捉えています。

盛岡市の⾏政運営における最上位計画「総合計画」の下、望ましい都市像やまちづくりの⽬標を明確に
し、この⽬標の実現に向けて、都市計画の諸施策を総合的かつ体系的に展開していくため、市⺠参加の
もとに策定する将来のまちづくりへ向けた基本⽅針を定めたものが「都市計画マスタープラン」です。
盛岡市が実施する都市計画（⼟地利⽤、道路・公園・下⽔道等の都市施設整備、市街地開発事業等）
は、すべてこのマスタープランに即して実施されることになります。 

⼀⽅で・・・
多くの場合、⾏政の計画が規制等の確認以外で紐解かれることは少なく、都市計画マスタープランに関
しても同様です。
そこで、中⼼市街地デザイン戦略は、中⼼市街地全体の将来ビジョンだけでなく、市⺠⽣活において⾝
近な課題に基づく都市整備のイメージを共有するとともに、即応性が求められる問題への対応を取りま
とめ、「⽣きた計画」として活⽤されるものとなることを⽬指しています。

盛岡市総合計画
国⼟利⽤計画盛岡市計画

盛岡市
都市計画マスタープラン

盛岡市の他の施策

※都市計画区域全体及びコミュニティ
を基本とした地域ごとのまちづくりの
⽅針を定めるもの
概念であるため、これのみで開発等を
抑制・誘導することは難しい

各種個別計画

・市⺠意⾒を反映
・都市計画審議会での決議

・地区計画・景観地区 など

仮）中⼼市街地デザイン戦略
• マスタープランと個別の計画をつなぐ役割
• 個別計画が策定されるまでの間、中⼼市街地内で

⾏われる⺠間開発等を誘導する根拠

策定済みの計画

・都市再⽣整備計画 など

これから作成に取り組む計画

考え⽅を反映

上位計画との離隔を埋める
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(3) 中⼼市街地デザイン戦略の位置付け



デザイン戦略で対象とするのは⼤きく分けて「盛岡駅周辺」「⼤通・菜園」「内丸」「河南」の４つの区域
（エリア）です。
エリアの中でも、まちの形質や⺠間の組織やその取組によってさらに細分化される状況にあることから、下
記の１６地区に細分化して、検討を進めます。

河南エリア

内丸エリア

⼤通・菜園エリア

盛岡駅周辺エリア

:  都市再⽣整備計画「盛岡中⼼市街地地区」の区域（予定）
:  都市機能誘導区域
: 居住誘導区域
: 滞在快適性等向上区域（予定）

凡例

盛岡駅周辺・・・駅前通り、北上川、材⽊町
⼤通・菜園・・・開運橋、⼤通商店街、菜園通り、映画館通り
内丸・・・内丸・中央通り、櫻⼭・⼤⼿先通り
河南・・・紺屋町・葺⼿町、中津川、肴町、⼋幡町
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(4) 中⼼市街地デザイン戦略の対象区域

中⼼市街地に隣接し、⽂化や伝統を育むような⺠間の取組が活発であるエリアや、
中⼼市街地との連携が考えられるエリアとして、本町通り・寺町、鉈屋町、下ノ橋町・清⽔町も対象としています。



中⼼市街地デザイン戦略の役割は⼤きく分けて下記の３つです。
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構成

策定の流れ

中⼼市街地デザイン戦略の構成及び策定の流れは下記のとおりです。

• 上位計画に記された将来像やまちづくりの⽅針に基づいて策定される各種計画の位置付けを明確にす
るとともに、詳細計画に落とし込むための素地とすること

• 策定の過程から広く公開し、盛岡市の姿勢を周知・啓発するとともに、まちづくりに関する公⺠の活
発な意⾒交換の「題材」としても活⽤すること

• ⺠間のポテンシャルや開発・更新・運営など、エリアごとの公⺠連携の可能性にも⾔及し、官⺠双⽅
が創意⼯夫に満ちたまちづくりを推進するための指針として活⽤されること

⽂献資料／既存検討の整理

ヒアリング調査

提
案
作
成

01 概要 02 特徴と課題 03 デザイン⽅針 04 実現化⼿法
・策定の背景
・⽬的や役割
・計画の位置付け
・対象範囲など

全体及びエリアごと
・特徴
・課題
・既存の取組
（公⺠双⽅）

全体及びエリアごと
・エリアの役割
・整備の⽅針
・想定される整備
・整備上の⼯夫

・整備／運営主体
・想定される効果
・事業⼿法
・関連施策、メニュー
・既往事例の整理

上位計画の確認に基づ
き、不⾜事項と必要性を
整理する

現地を歩き、キーパー
ソンのお話を聞く

現地踏査基礎的事項の検討

内容に関する
意⾒聴取

盛岡らしさと都市機能の
観点から提案をして、関
係者と意⾒交換を実施

内容に関する
意⾒聴取（ア
イデアワーク
ショップ）

公⺠双⽅及び公⺠連携によ
りまちづくりを推進するた
めの⼿法の検討

提
案
作
成

内容検討
及び実現確
度を⾼める
ための意⾒

交換

(5) 中⼼市街地デザイン戦略の役割

(6) 中⼼市街地デザイン戦略の構成と策定の流れ

随
時
更
新




